
 

報道関係各位  
2018 年 11 月 1 日  

Sport   Innovation   Summit   Tokyo   2018  実行委員会  

アジア初となる日本での開催を発表した、世界の一流スポーツ組織や関連企業の最新トピックが一

度に聴ける「場」、「Sport	
 Innovation	
 Summit	
 Tokyo	
 2018（スポーツ・イノベーション・サミット・

トーキョー・2018）（以下：SiS	
 Tokyo）」は、第 5弾となる登壇スピーカーと登壇スピーカーが講演、

ディスカッションする各プログラムテーマを発表するとともに、スポーツを取り巻く環境の発展を

共に目指すオフィシャルパートナーとして日本スポーツアナリスト協会（JSAA）とパートナーシッ

プを凍結しました。今回のパートナーシップ締結によって、相互の人材交流、コンテンツの品質向

上、イベントの機運醸成の分野において協力し、日本におけるスポーツオープンイノベーションの

プラットフォーム構築に寄与して参ります。	
 

	
 

＜第 5弾発表	
 登壇スピーカー	
 7 名＞	
 

■	
 公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ<B.LEAGUE>	
 “大河正明”	
 

■	
 早稲田大学	
 スポーツ科学学術院教授	
 “原田宗彦”	
 

■	
 株式会社小西美術工藝社	
 代表取締役社長	
 “David	
 Atkinson（デービット・アトキンソン）”	
 

■	
 国際バスケットボール連盟<FIBA>	
 3×3 最高責任者“Alex	
 Sanchez（アレックス・サンチェス）”	
 

■	
 TikTok	
 US コンテンツパートナーシップ責任者	
 “Michael	
 Modon（マイケル・モドン）”	
 

■	
 株式会社西武ライオンズ	
 事業部	
 マーケティンググループ	
 マネージャー	
 “吉田康治“	
 

■	
 playground 株式会社	
 代表取締役	
 “伊藤圭史”	
 

今回、トランスコスモス株式会社と株式会社セールスフォース・ドットコムが協賛社として決定し

たことを発表します。それぞれ、スポンサード・セッションとして登壇するほか、トランスコスモ

ス株式会社の関連会社である playground 株式会社が開発した電子チケットシステム「Quick	
 Ticket	
 

by	
 MOALA」を導入いたします。	
 

なお、現在発売中のお得にチケットをご購入できる”早割チケット”の受付は 11 月 8 日(木)23:59
までとなり、現在開催中のアイデアをベンチャーキャピタルに提案できる機会を提供する”Start	
 
Up	
 Program”の応募は 2018 年 11 月 9 日（金）18:00 までとなっております。	
 
詳しくは SiS	
 Tokyo オフィシャルホームページにてご確認ください。	
 

アジア初開催   世界の一流が集まるスポーツサミット  

“Sport    Innovat ion    Summit    Tokyo   2018”  

第 5 弾登壇スピーカー、ディスカッションプログラム発表  

日本スポーツアナリスト協会とパートナーシップを締結  

2018 年 11 月 29 日（木）30 日（金）東京・六本木にあるアカデミーヒルズにて  

公式サイト（https://sistokyo.com）にてチケット発売中。  



 

【スピーカープロフィール】（第 5弾発表）	
 

公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリー

グ<B.LEAGUE>	
 

大河	
 正明（オオカワ・マサアキ）	
 

京都大学卒業後、三菱（現・三菱 UFJ）銀行入行。1995 年から 2 年間、日本

プロサッカーリーグ（J リーグ）に出向。その後、銀行に戻り支店長などを

務めた後、2010 年に銀行を退行。2012 年、社団法人日本サッカーリーグ理

事に就任。2014 年、公益社団法人日本プロサッカーリーグ常務理事に就任。

2015 年、公益財団法人日本バスケットボール協会専務理事、一般社団法人

（現・公益社団法人）ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリ

ーグ（B.LEAGUE）チェアマン（理事長）就任。	
 

	
 

早稲田大学	
 スポーツ科学学術院教授	
 

一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構代表理事	
 

原田	
 宗彦（ハラダ・ムネヒコ）	
 

京都教育大学卒業、筑波大学大学院修了、ペンシルバニア州立大学大学院博

士課程修了	
 (Ph.D.)。フルブライト上級研究員（テキサス A＆M 大学）	
 現、

早稲田大学スポーツ科学学術院教授。これまでにも国立スポーツセンター、

大阪大学保健スポーツ科学大学に所属。アジア・スポーツマネジメント学会

会長、スポーツマネジメント協会会長、日本スポーツ観光協会（JSTA）会長

を歴任し、スポーツ管理、スポーツマーケティング、スポーツ観光に関する

書籍を数多く執筆している。	
 

	
 

株式会社小西美術工藝社	
 代表取締役社長	
 

David	
 Atkinson（デービット・アトキンソン）	
 

1965 年イギリス生まれ。オックスフォード大学（日本学専攻）卒業後、大

手コンサルタント会社や証券会社を経て、1992 年ゴールドマン・サックス

証券会社入社。大手銀行の不良債権問題をいち早く指摘し、再編の契機とな

った。同社取締役を経てパートナー（共同出資者）となるが、2007 年退社。	
 

2009 年に創立 300 年余りの国宝・重要文化財の補修を手掛ける小西美術工

藝社入社、取締役に就任。2011 年代表取締役会長兼社長、2014 年に代表取

締役社長に就任し現在に至る。	
 1999 年に裏千家に入門し、2006 年に茶名「宗

真（そうしん）」を拝受。	
 2016 年財界「経営者賞」、2017 年「日英協会賞」

受賞、2018 年総務省「平成 29 年度ふるさとづくり大賞個人表彰」、2018 年

日本ファッション協会「日本文化貢献賞」受賞。	
 著書は『新・観光立国論』（山本七平賞、不動産協会賞、

東洋経済新報社）、『新・所得倍増論』（東洋経済新報社）、『日本再生は、生産性向上しかない！』（飛

鳥新社）、『世界一訪れたい日本のつくりかた』（東洋経済新報社）、『新・生産性立国論』（東洋経済新

報社）など多数。	
 政府への提言を続ける一方、各地の観光振興のため奔走し、2015 年から日本遺産審査委員、

京都国際観光大使、明日の日本を支える観光ビジョン構想会議委員、2016 年から東京の観光振興を考える有

識者会議委員、行政改革推進会議歳出改革ワーキンググループ構成員、迎賓館（迎賓館赤坂離宮・京都迎賓

館）アドバイザー、二条城特別顧問、観光戦略実行推進タスクフォース有識者メンバー、国立公園満喫プロ

ジェクト有識者会議検討委員などを務めている。	
 	
 



 

国際バスケットボール連盟<FIBA>	
 3×3 最高責任者	
 

Alex	
 Sanchez（アレックス・サンチェズ）	
 

経営コンサルティングや M＆A 分野で 20 年以上従事。2010 年以来、3x3 バスケット

ボールで FIBA のイニシアティブをリード。現在は FIBA の 3x3 ビジネスユニットの

ディレクターを務める。オリンピックに 3x3 バスケットボールを追加することを目

標とし、1年間にわたるプロの世界大会と年齢別での定期的な大会を実施し、ビジ

ネスとしての収益（100 万米ドル）を創出している。これまで主にロンドンを拠点

とする M＆A やジェネラルエレクトリック（GE）やユニリーバのプライベートエクイ

ティを担当。様々なセクターにおいて、主任や顧問としてベンチャーおよび中規模

市場での取引において長い実績を持つ。シカゴ大学で MBA（経営管理学士）を取得

し、バルセロナ大学で経済学を卒業。	
 CPA（公認会計士）取得。スペイン語、英語、ドイツ語、カタロニア語を使用。	
 

	
 

TikTok	
 	
 US コンテンツパートナーシップ責任者	
 

Michael	
 Modon（マイケル・モドン）	
 

マイケル・モドン氏は、携帯動画共有サービス TikTok の米国でのコンテンツ提携を

担当。スポーツを含むすべてのコンテンツジャンルにわたり、プラットフォーム上

のメディア企業およびデジタルメディア企業とのパートナーシップを構築する責任

を担う。	
 TikTok 以前は、musical.ly で、Google や YouTube との提携に従事。	
 ペ

ンシルバニア大学のウォートンスクールで MBA を取得。	
 

	
 

	
 

株式会社西武ライオンズ	
 事業部マーケティンググループマネージャ

ー	
 

吉田	
 康治（ヨシダ・ヤスハル）	
 

2008 年株式会社西武ライオンズ入社。球団への CRM 導入の初期から会員ビジネスの

設計運用に携わり、コンシューマのチケッティングと併せて、観客動員の増加、チ

ケット売り上げの増加に従事。	
 2008 年を基準に 2018 年までの 11 年間で、観客動

員は 125％、チケット売上は 265％に増加。	
 現在は、それらに加え、ボールパーク

化、そしてスマートスタジアム化の実現に向け、Quick	
 Ticket の導入をはじめ、顧

客利便性・顧客体験価値を高めるための新規事業に取り組んでいる。	
 

	
 

playground 株式会社	
 代表取締役	
 

伊藤	
 圭史（イトウ・ケイシ）	
 

上智大学卒業後、IBM のコンサルティング部門にてデジタルマーケティング施策推

進、CRM システム導入など、顧客政策を中心とした戦略・システムプロジェクトに

従事。	
 2011 年、オムニチャネルに特化した戦略・システムファーム	
 Leonis&Co.を

設立し、百貨店、量販店、電鉄など小売業を中心に大手各社の事業展開を支援。オ

ムニチャネルの専門家としては各種メディアにて執筆・解説も担当。実績・将来性

が認められ、2014 年にトランスコスモスへ売却。	
 「リアルとデジタルを融合させ

る」というオムニチャネル領域の知見・技術をもってエンタメ業界に貢献するべく、

2017年 6月にエンターテインメント業界に特化してサービス開発とコンサルティン

グ支援を行う	
 playground	
 株式会社を設立。主事業である電子チケット発券システ

ム「Quick	
 Ticket」、コネクテッドスタジアムサービス「MOALA」は埼玉西武ライオンズ、サンリオピューロランド、吉

本興業など大手興行を中心に 3500 以上のイベントで採用されている。	
 



 

《Sport	
 Innovation	
 Summit	
 Tokyo	
 2018	
 開催概要》	
 

■日程：2018 年 11 月 29 日（木）30 日（金）	
 

■時間：9 時 START	
 /	
 18 時頃終了（予定）*時間は変更になる可能性がございます。	
 

■会場：六本木ヒルズ森タワー49F	
 六本木アカデミーヒルズ	
 

（〒106-6149	
 東京都港区六本木 6 丁目 10 番 1 号	
 六本木ヒルズ森タワー49Ｆ）	
 

■オフィシャル HP	
 /	
 SNS	
 

HP	
 :	
 http://sistokyo.com	
 

FACEBOOK	
 :	
 https://www.facebook.com/Sport-Innovation-Summit-Tokyo-865736276883330/	
 

YouTube：https://youtu.be/w8AQyUw7gQU	
 

■ハッシュタグ	
 ・・・	
 #SiStokyo2018	
 

主催：Sport	
 Innovation	
 Summit	
 Tokyo	
 2018 実行委員会	
 

実行委員長：宇陀栄次	
 

協賛：トランスコスモス株式会社／株式会社セールスフォース・ドットコム	
 

	
 

チケットインフォメーション	
 

■早割チケット	
 ：11 月 8 日（木）23:59 までオフィシャル HP にて受付開始	
 ※数量限定 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 11/29（木）42,000 円(税込・Early	
 Bird	
 1day	
 ticket	
 (※Cocktail	
 party	
 included	
 )	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 11/30（金）35,000 円(税込・Early	
 Bird	
 1day	
 ticket	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 11/29（木）30（金）70,000 円(税込・Early	
 Bird	
 2day	
 ticket)	
 (※11/29	
 Cocktail	
 party	
 

included)	
 

■通常チケット	
 :	
 11 月 9 日（金）0:00 受付スタート	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 11/29（木）60,000 円(税込・Standard	
 1day	
 ticket)	
 (※Cocktail	
 party	
 included	
 )	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 11/30（金）50,000 円(税込・Standard	
 1day	
 ticket) 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 11/29（木）30（金）100,000 円(税込・Standard	
 2day	
 ticket)	
 (※11/29	
 Cocktail	
 party	
 

included)	
 

《Sport	
 Innovation	
 Summit について》	
 

Sport	
 Innovation	
 Summit（SiS）は 2014 年にメキシコにてスタート

した、スポーツやその周辺で起きているイノベーションに特化したカ

ンファレンスです。	
 

スポーツにおいてもイノベーションは一企業単独では出来ず、さまざ

まな業種・業態との協業によるエコシステムの構築が必要です。SiS

は世界各地で起きているそのトレンドを紹介し、ディスカッションの

「場」を提供することを目的としてスタートしました。	
 

メキシコで始まり、2017 年にはパリでの開催もスタート。スポーツ・ビジネスに関わる第一線のプロフェッショナルた

ちが集まり、熱い議論を繰り広げました。	
 

そして、2018 年 11 月、3 カ国目の開催国として東京での開催が決定。2020 年のビッグイベントを控え、世界中が注目

するホスト・シティとしての役割を最大化するためのインサイトとなるセッションを 2日間にわたって開催します。	
 

Where	
 we	
 connect	
 sport	
 &	
 innovation	
 makers	
 positively	
 impact	
 tomorrow’s	
 world	
 of	
 sport!	
 

ワールドクラスのスピーカーを招いて、スポーツ・イノベーションとつながる 2日間、いよいよここ東京で開催です。	
 

Sport	
 Innovation	
 Summit	
 WEB サイト：http://sis.news（英語）	
 

	
 



 

	
 

【Sport	
 Innovation	
 Summit	
 メキシコ 2018（第 5回）開催の様子】	
 

	
 

	
 

	
 

【Sport	
 Innovation	
 Summit	
 パリ 2017（第 1回）開催の様子】	
 

	
 

	
 

	
 

《日本スポーツアナリスト教会（JSAA）について》	
 

日本スポーツアナリスト協会は、競技の枠組みを超えたスポーツアナリス

トの連携強化及び促進を図る団体として、2014 年 6 月に設立されました。

スポーツアナリストの有する職能を理解し、育むことで、アスリート支援

環境を発展させ、スポーツの社会的価値向上に寄与することを目的として

います。ビッグデータの時代、スポーツ界にも必ず必要となる有能なアナリスト人材の確保・育成にも取り

組み、またスポーツアナリストとしての職域拡大を目指します。	
 

日本スポーツアナリスト協会	
 WEB サイト:	
 http://www.jsaa.org/	
 

	
 

	
 

	
 

【一般お問い合わせ先】	
 

Sport	
 Innovation	
 Summit	
 Tokyo	
 2018	
 実行委員会	
 

Mail	
 :	
 info@sis.news	
 

	
 

	
 

	
 


